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(1)輸血用を含めた血液製剤全般の価格構造のあり方にちぃて
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(5)血漿由来製剤及び遺伝子組換え製Allのあり方について
輸入の遺伝子組換え製剤のシェアが伸張し続けている状況から、今後のユ漿由来製
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(6)各製剤の国内自給推進方策

未だ国内自給率が低い製剤:手ついて、その要因1尋よるカテゴリニごとに具体的な国内
自給推進方策を検討。  .i            ‐




